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2010年1月12日に発生したマグネチュード7.7の地
震は死者20万人、負傷者31万人、行方不明者869
人をだし、被災総額は77億ドル。地域では1770年
以来の大震災であった。建物の80％が崩壊し、イン
フラも壊滅的な打撃を受けた。震災から5ヶ月経った
今でも現地では被災者の野外生活が続いている。

　ICAは2010年2月〜5月にかけて、日本から2回に渡り
スタッフを現地に派遣し、食料支援を実施した。2月時点で
は、空港がまだ閉鎖されていたため、隣国のドミニカ共和
国から入り、陸路で17時間かけて配布場所であるプチゴ
アーブ（首都から約16km西）まで移動した。現地のNGO
や国連団体と情報を交換しながら状況を把握し、複数の
団体と連絡を取りながら慎重に活動を行った。
　首都の被害は壊滅的であり、多くの犠牲者が出たが、世
界から多くの支援団体が入り継続した活動を実施してい
る。我 I々CAは、震源地から少し離れた支援の手が届きに
くい地域に向かった。プチゴアーブ地域の被災者キャンプ、
孤児院、学校、特別養護施設の被災者に対し食料配布を
実施した。第1回目は5,700名、第2回目は8,000名に支
援を届けることができた。

第2回目の配布模様（2010年5月撮影）
ドゥフォー地区の学校

ハイチの地図

地震の爪痕はまだ残っている
完全に崩壊した首都最大の教会

　5月に到着した時、ハイチ国内の物価はまだ高騰し
ており、一度に大量の食料を調達することが困難で
あったため、食料物資は再度ドミニカで調達し、陸路
でハイチに運んだ。現地の政府機関は、少しずつ機
能し始めているが、まだ混乱状態が続き、ドミニカと
ハイチの国境で物資を国内に運ぶための通関に1週
間もかかったが、スタッフの迅速な対応により食料輸
送、配布を無事に終了することができた。
　ICAが支援しているプチゴアーブとレオガン地域
において、8月からは復興支援として、学校再開支援
を実施する予定である。今後とも、皆様方の継続した
ご支援をお願い申し上げます。

（担当：清水貴子／エドウィン・チェゲ）



整理券を持って並ぶ被災者の列

50kgの米と豆を頭に乗せて運ぶ女性

配布は夜間までかかった
列に並ぼうと押し合う被災者たち

現地警察と協力して、なんとか無事に配布終了

現地メディアのインタビューを受けるスタッフ警察署に富士通から寄附された物資を渡す

特定非営利活動法人ICA文化事業協会
http://www.icajapan.org

ドゥフォー地域における活動 【動画youtube】
http://www.youtube.com/watch?v=XoAsittyjCU
http://www.youtube.com/watch?v=x_p7D-28Wqo
http://www.youtube.com/watch?v=0FDXTiBkge8

プチゴアーブ 地域における活動 【動画youtube】
http://www.youtube.com/watch?v=FIiQJ3vbj2k
http://www.youtube.com/watch?v=tsGEAr3mXAg
http://www.youtube.com/watch?v=2JgIt6_XSU4

富士通物資配布の活動 【動画youtube】
http://www.youtube.com/watch?v=vAE_5AcL0CI
http://www.youtube.com/watch?v=i7Z6e-NzSe0

http://www.icajapan.org

